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その気持ち 誰かを笑顔に させる種
（2019年度児童福祉週間標語）

下松市社会福祉協議会は、法人化60周年を迎えました。

　下松市児童センターでは子育て親子の交流の
場として、子育て支援事業を実施しています。
　毎日、手遊びやダンス、絵本の読み聞かせなど、
みんなで楽しく過ごしています。
　また、子育てに関する相談や地域の子育て

情報のご案内も行っていますので、
親子で遊びに来てください。
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平
成
31
年
度
下
松
市
社
会
福
祉
協
議
会 

事
業
計
画
と
予
算

事
業
方
針

　

少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
の
進
行

や
働
き
方
な
ど
の
生
活
様
式
の
変
化
に

伴
っ
て
、
孤
立
死
や
自
殺
、
ひ
き
こ
も

り
な
ど
の
社
会
的
孤
立
、
虐
待
や
悪
質

商
法
な
ど
の
権
利
擁
護
等
、
地
域
に
お

け
る
生
活
課
題
は
深
刻
化
し
、
広
が
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
時
を
背
景
に
、
平
成
30
年

4
月
に
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指

す
改
正
社
会
福
祉
法
が
施
行
さ
れ
、
住

民
に
身
近
な
圏
域
で
、
住
民
が
主
体
的

に
地
域
課
題
を
把
握
し
て
解
決
を
試
み

る
体
制
づ
く
り
を
支
援
す
る
こ
と
が
明

記
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
共
生
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た

め
に
は
、
社
会
的
孤
立
や
社
会
的
排
除

と
い
っ
た
現
実
に
生
じ
う
る
課
題
を
認

識
し
た
上
で
、
地
域
住
民
や
地
域
の
多

様
な
主
体
が
参
画
し
、
人
と
人
、
人
と

資
源
が
世
代
や
分
野
を
超
え
て
つ
な
が

る
こ
と
で
、
住
民
と
一
人
ひ
と
り
の
暮

ら
し
と
生
き
が
い
、
そ
し
て
地
域
を
共

に
創
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
改
め
て
地
域
の
福
祉
力
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。

主
な
事
業

 

一
、
社
協
経
営
の
基
盤
強
化 

①
経
営
の
透
明
性
及
び
情
報
の
公
開

②
福
祉
関
係
機
関
・
団
体
・
施
設
等

と
の
連
携
強
化

③
地
域
に
お
け
る
公
益
的
活
動
の
推
進

 

二
、
地
域
福
祉
活
動
の
推
進 

①
下
松
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
推
進

②
地
区
社
協
の
育
成
・
活
動
支
援

③
福
祉
員
活
動
の
推
進

④
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の

推
進

⑤
ふ
れ
あ
い
食
事
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

⑥
敬
老
行
事
の
実
施
と
援
助

⑦
地
域
見
守
り
・
支
え
合
い
事
業
の

実
施

⑧
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
実
施

⑨
施
設
等
と
の
協
働
事
業
の
企
画
・

検
討

　

下
松
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、「
地
域

共
生
社
会
の
実
現
」
に
向
け
、
住
民
主

体
を
旨
と
す
る
地
域
福
祉
推
進
の
中
核

的
な
組
織
と
し
て
、
幅
広
い
関
係
機
関
・

団
体
・
施
設
等
と
の
連
携
に
よ
る
地
域

に
お
け
る
見
守
り
や
支
え
合
い
体
制
を

推
進
し
、「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
だ
れ

も
が
、
安
心
し
て
、
豊
か
に
、
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
め
ざ
し
て
、
地
域
福
祉
の
積
極
的
な

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
協
事
業
へ
の
積
極
的
な
ご
参
加
と

温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

三
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・ 

　
　

 

福
祉
教
育
の
推
進  

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
及
び
育
成

②
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

③
福
祉
体
験
学
習
の
実
施

④
小
・
中
学
校
等
に
お
け
る
福
祉
教

育
の
支
援
協
力

 

四
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス 

　
　

 

事
業
の
促
進  

①
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施

②
寝
具
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施

③
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン

ト
制
度
事
業
の
推
進

④
助
け
合
い
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施

⑤
知
的
障
が
い
児
（者）
の
余
暇
活
動
の
促
進

 

五
、
居
宅
介
護
事
業
の
充
実  

①
居
宅
介
護
支
援
事
業
の
実
施

 

重
点
事
業 

● 

地
域
・
関
係
機
関
等
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
見
守
り
体
制
の
促
進

● 

地
域
共
生
社
会
に
向
け
た
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
基
盤
整
備

● 

総
合
相
談
支
援
事
業
を
通
じ
た
あ
ら
ゆ
る
生
活
課
題
へ
の
対
応

● 

介
護
保
険
法
及
び
障
害
者
総
合
支
援
法
関
連
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
推
進

● 

法
人
化
60
周
年
記
念
事
業
の
実
施

● 

組
織
体
制
、
財
政
基
盤
強
化
へ
の
取
り
組
み
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②
訪
問
介
護
事
業
の
実
施

③
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施

 
六
、
総
合
相
談
支
援
事
業
の
実
施 

①
総
合
相
談
事
業
の
実
施

②
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
の
推
進

③
法
人
成
年
後
見
支
援
事
業
の
実
施

④
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
実
施

 

七
、
広
報
・
啓
発
活
動
の
充
実 

①
社
協
だ
よ
り
の
発
行
（
年
4
回
）

②
愛
の
バ
ザ
ー
の
開
催
（
第
42
回
）

③
法
人
化
60
周
年
記
念
下
松
市
社
会

福
祉
振
興
大
会
の
開
催

 

八
、
福
祉
資
金
等
の
貸
付 

①
各
種
福
祉
資
金
の
貸
付
（
窓
口
）

業
務

②
援
護
資
金
等
の
貸
付
・
償
還
業
務

 

九
、
援
護
活
動
の
推
進 

①
福
祉
団
体
の
育
成
・
援
助

②
障
が
い
児
（者）
等
へ
の
援
護

③
母
子
家
庭
児
童
・
低
所
得
世
帯
等

へ
の
援
助

 

十
、
共
同
募
金
等
へ
の
協
力 

①
共
同
募
金
運
動
の
展
開

②
赤
十
字
事
業
の
推
進

③
献
血
運
動
の
推
進

④
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
の
展
開

 

十
一
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

 

事
業
の
実
施 

①
子
育
て
に
関
す
る
相
談

②
未
就
園
児
及
び
保
護
者
相
互
の
交
流

 

十
二
、
福
祉
施
設
の
経
営
等 

①
老
人
福
祉
会
館
「
玉
鶴
」
の
運
営

②
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営

収入合計
246,781 千円

会費収入
4,967

寄付金収入
6,300

市補助金収入
103,106

共同募金配分金収入
7,182

市受託金収入
52,760

県社協受託金収入
1,522

前期末繰越金
5,500

サービス区分間繰入金収入
14,085

積立資産取崩収入
1,180

その他の収入他
100

貸付事業収入
5,310

事業収入
1,752

障害福祉サービス等
事業収入  6,625

介護保険
事業収入
36,300

受取利息
配当金収入
92

拠点区分・サービス区分事業名 予算額（千円）
地域福祉推進事業拠点 202,127

法人運営事業 98,156
広報啓発事業 2,958
ボランティア等推進事業 1,084
福祉の輪づくり事業 984
地区社協育成事業 2,670
高齢者福祉支援事業 1,436
健康体力づくり事業 1,040
地域福祉権利擁護事業 4,016
成年後見支援事業 240
総合相談事業 512
地域見守りネットワーク整備強化事業他 324
生活困窮者自立支援事業 4,011
介護支援ボランティアポイント制度事業 443
生活支援体制整備事業 6,500
敬老事業 8,904
寝具乾燥サービス事業 295
給食サービス事業 11,637
高齢者訪問介護サービス事業 100
福祉号運行事業 1,463
助け合いサービス事業 922
活動助成・援護事業 2,462
共同募金配分金事業 7,182
子育て支援センター事業 9,212
老人福祉会館運営事業 13,367
福祉センター運営事業 4,518
資金貸付事業 10,144
善意銀行運営事業 6,300
事業資金積立金運営事業 1,200
基金運営事業 47
介護保険・障害福祉サービス事業拠点 44,654
居宅介護支援事業 18,654
訪問介護事業 18,543
居宅介護事業 5,032
地域生活支援事業 2,425

支出合計 246,781

予算総額　246,781千円

（単位：千円）
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赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
住
民
福
祉
活
動
を
支
援
し
ま
す

　
　

バ
リ
ア
フ
リ
ー

　
　
　

  

映
画
上
映
会

　

1
月
27
日
、
ス
タ
ー
ピ
ア
く
だ
ま
つ

大
ホ
ー
ル
で
、
下
松
市
共
同
募
金
委
員
会

の
助
成
を
受
け
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
映
画
を

み
ん
な
で
楽
し
む
会
主
催
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
映
画
上
映
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

障
が
い
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
み

ん
な
で
一
緒
に
映
画
を
楽
し
も
う
と
始
め

ら
れ
た
上
映
会
は
、
今
回
で
７
回
目
に
な

り
ま
す
。

　

今
回
は
、
初
め
て
と
な
る
洋
画
「
最
強

の
ふ
た
り
」（
音
声
ガ
イ
ド
・
字
幕
付
）
が

上
映
さ
れ
、
700
人
の
来
場
者
が
一
体
と

な
っ
て
、
上
映
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　日本赤十字社は、国内外で発生した災害などに、いち早く医療救護を行うための救護班の派遣や救援物資を被災
地に届けています。
　また、防災・減災につながる各種講習会の開催や次代を担う青少年の育成支援なども行っています。
　赤十字の「人間のいのちと健康、尊厳を守る」活動は、皆様方一人ひとりからお寄せいただく善意の「活動資金」
が支えです。ご理解とご協力をお願いいたします。

　市民の皆様からお寄せいただきました活動資金は、日本赤十字社山口県支部へ全額送金いたしました。
温かいご支援、ご協力ありがとうございました。

（平成 30年 4月 1日〜平成 31年 3月 31日）

【2019 年度活動資金目標額】

【平成 30年度活動資金実績額】

一　般 法　人 合　計
8,140 781 8,921

一　般 法　人 合　計
目標額 実績額 目標額 実績額 目標額 実績額 達成率
千円 円 千円 円 千円 円 ％
8,160 6,792,350 788 747,392 8,948 7,539,742 84.3

（単位：千円）

赤十字の活動資金にご協力をお願いします

　
福
祉
活
動
支
援
事
業

　
　
　
　
　

 

助
成
団
体

　

下
松
市
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、
市
内

の
福
祉
活
動
団
体
へ
の
財
政
支
援
を
行
っ

て
お
り
、
2
月
26
日
、
共
同
募
金
審
査

委
員
会
を
開
催
し
、
審
査
の
結
果
、
本
年

度
、
赤
い
羽
根
福
祉
活
動
助
成
団
体
と
し

て
自
閉
症
・
発
達
障
が
い
児
を
支
援
す
る

「
ほ
し
の
会
」
に
助
成
す
る
こ
と
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

ほ
し
の
会
で
は
こ
の
助
成
金
を
活
用
し
、

自
閉
症
の
特
性
、
具
体
的
な
支
援
の
方
法
、

グ
ッ
ズ
の
使
い
方
、
施
設
職
員
の
支
援
の
心

構
え
等
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。
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2
月
15
日
、
各
地
区
で
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
に
お
弁
当
を
作
っ
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
合
同
研
修
会
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
回
は
農
産
物
の
製
造
・
加
工
及
び
販

売
等
を
行
っ
て
い
る
株
式
会
社
カ
ン
喜
を

訪
問
し
、
事
業
内
容
の
説
明
や
工
場
見
学

を
行
い
ま
し
た
。

　

担
当
者
か
ら
、
衛
生
管
理
体
制
や
具
体

的
な
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
最
新
の
製

造
工
程
を
見
学

し
な
が
ら
、
衛

生
面
の
重
要
性

を
再
確
認
す
る

き
っ
か
け
に
な

り
ま
し
た
。

安
全
で
お
い
し
い

　
　

お
弁
当
作
り

　

3
月
12
日
、
下
松
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
約

70
人
の
参
加
を
得
て
、
下
松
市
介
護
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
事
業
交
流

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
だ
け
で
な

く
施
設
職
員
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
事

業
の
一
部
見
直
し
に
つ
い
て
の
説
明
や
グ

ル
ー
プ
ご
と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
施
設
の
職
員
の
話
が
聞
け
て
、
今
後
の

活
動
の
参
考
に

な
っ
た
。」
と
い

う
意
見
も
聞
か

れ
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
交
流
会

を
通
し
て
得
た

も
の
を
ぜ
ひ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
等
で
活
か
し

て
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　
「
中
村
和
ら
ぎ
会
」
は
、
ふ
れ

あ
い
食
事
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
支
援
、

児
童
や
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
等
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

ふ
れ
あ
い
食
事
サ
ー
ビ
ス
事
業
で

は
季
節
感
を
出
す
よ
う
に
工
夫
し
て

お
り
、
今
回
は
年
末
の
餅
つ
き
に
お

邪
魔
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
早
朝
か
ら
地
域
の
皆

さ
ん
が
集
ま
り
、
石
臼
と
餅
つ
き
機

2
台
を
フ
ル
稼
働
し
、
約
80
人
分
の

お
餅
を
つ
い
て
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
役
割
ご
と
に
手
際
よ
く

作
業
し
て
お
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
話
し
声
が
聞
こ
え
て
く
る
の

が
印
象
的
で
し
た
。

み
ん
な
で
楽
し
く

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「子供の読み聞かせに興味がある」、
「何か新しいことを始めてみたい」、
「仲間を作りたい」
 という方、大募集 !

日　時

場　所

内　容

定　員

参加費

締切日

申込方法

6月 27日（木） 10：00～12：00

無 料
6月 20日（木）
電話又はFAXでお申し込みください。
①氏名　②住所　③電話番号

申し込み・問い合わせ先 下松市社会福祉協議会
TEL 41-2242  FAX 41-2330

下松福祉センター　3階会議室
読み聞かせの基本や子供との関わり方について
20名（先着順）
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善
意
の
花
束

香
典
返
し

南
花
岡	

㈲
ハ
ラ
ダ
モ
ー
タ
ー
ス

	

原
田 

房
子
様	
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

	

（
御
主
人
）
祐
様

生
野
屋	

田
村 

紀
行
様	

一
二
〇
、〇
〇
〇
円

	

（
御
尊
父
）
通
様

河　

内	

藤
井 

ト
シ
子
様	

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

	

（
御
主
人
）
義
馬
様

城
山
町	

山
田
千
鶴
子
様	

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

	

（
御
主
人
）
晴
康
様

末
武
下	

松
本 

八
重
子
様		

ご
希
望
に
よ
り
金
額
は

掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん

	

（
御
主
人
）
悦
朗
様

周
南
市	

村
谷 

和
夫
様	

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

	

（
御
令
姉
）
橋
本 

幸
子
様

末
武
上	

匿
名
様	

五
〇
、〇
〇
〇
円

周
南
市	

徳
永 

邦
行
様	

三
〇
、〇
〇
〇
円

	

（
御
母
堂
）
ナ
ヲ
様

南
花
岡	

山
本
耕
太
郎
様	

五
、〇
〇
〇
円

	

（
御
母
堂
）
弓
枝
様

中
央
町	

松
本 

知
行
様	

三
〇
、〇
〇
〇
円

	

（
御
尊
父
）
達
雄
様

一
般
寄
付

た
ん
ぽ
ぽ
の
会
様	

五
、〇
〇
〇
円

　

累　

計	

一
七
五
、〇
〇
〇
円

下
松
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会
様

	

三
〇
、〇
〇
〇
円

　

累　

計	

五
九
一
、〇
〇
〇
円

末
武
地
区
ふ
れ
あ
い
新
春
の
つ
ど
い
様

	

七
、三
〇
〇
円

　

累　

計	

一
七
一
、二
二
二
円

み
ん
な
の
末
武
ま
つ
り
様	

二
六
、四
五
六
円

　

累　

計	

四
一
〇
、四
五
九
円

周
南
市	

木
村 

茂
様	

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

累　

計	

六
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
山
口
銀
行
下
松
支
店
様

	

三
〇
、〇
〇
〇
円

　

累　

計	

五
九
一
、九
〇
〇
円

山
口
県
東
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社
様

	

四
八
、〇
〇
〇
円

　

累　

計	

一
、九
四
一
、一
八
二
円

瀬
戸
内
ひ
ら
め
友
の
会
様	

一
〇
、四
〇
〇
円

　

累　

計	

二
、七
九
六
、一
四
四
円

下
松
商
工
会
議
所
女
性
会
様	

二
〇
、〇
〇
〇
円

　

累　

計	

六
〇
〇
、〇
〇
〇
円

周
南
市	

す
ず
ら
ん
の
会
様	

二
六
、八
八
六
円

交
通
遺
児
基
金

株
式
会
社
北
斗
工
事
様	

一
三
、三
三
七
円

　

累　

計	

二
三
一
、九
三
七
円

サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
く
り
や
ま
様

	

三
〇
、〇
〇
〇
円

　

累　

計	

四
二
〇
、〇
〇
〇
円

指
定
寄
付

日
立
製
作
所
労
働
組
合
笠
戸
支
部
様

二
二
七
、二
六
七
円

　

累　

計	

一
七
、一
六
九
、七
七
四
円

周
南
市	

徳
永 

邦
行
様	

三
〇
、〇
〇
〇
円

	

老
人
福
祉
施
設
に
寄
付

物
品
寄
付

マ
ル
ハ
ン
下
松
店
様	

お
菓
子

介
護
用
品
（
紙
お
む
つ
）	

一
件

未
使
用
切
手	

一
件

未
使
用
ハ
ガ
キ	

一
件

リ
ン
グ
プ
ル	

二
五
件

使
用
済
切
手	

一
八
件

　
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
に
と
、
市
民
の
皆
様
か
ら
、
善
意
銀
行
に
忌
明
け
そ
の
他
の
厚
志
を

含
め
て
た
く
さ
ん
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
氏
名
・
金
額
は
ご
了
解
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
順
不
同
）

　
平
成
30
年
12
月
21
日
～
平
成
31
年
4
月
15
日
　
受
付
分

推薦のお願い
善行者を見かけたときは、いつ・どこで・だれが（個人
又は団体）・何をされたかを、推薦カード又はハガキに
記入して、下松支部までお知らせください。実行章を伝
達し、その善行を皆様とともに称えます。　

推 薦 先
〒744－0022　下松市大字末武下 617 番地 2
下松福祉センター内
「小さな親切」運動下松支部

　

12
月
25
日
、
株
式
会
社
日
立
製
作

所
と
関
連
会
社
の
従
業
員
で
構
成

す
る
奉
仕
団
体
、「
親
切
会
中
国
支

部
」か
ら
、「
特
定
非
営
利
活
動
法
人

キ
セ
キ  

み
な
く
る
は
う
す
下
松
」

に
支
援
活
動
の
一
環
と
し
て
洗
濯

機
と
掃
除
機
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

6

くだまつ社協だより



　地域の皆さんが生活する上での困りごとや課題について、解決に向けて話し合いながら知恵を出し、
地域にあった助け合いの仕組みを作ります。

一緒に安心して暮らせるまちづくりについて考えていきましょう！一緒に安心して暮らせるまちづくりについて考えていきましょう！

　団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年、下松市においても少子高齢化の進行や、20～ 64 歳までの
生産年齢人口の減少により人口構造が変化します。

　これからは地域でつながり、支え合う体制が必要となります。
　このため、地域で福祉活動に取り組んでいる皆さんが「定期的な情報共有や意見交換」を行いながら、
「近所の助け合いの仕組みづくり」を進めていけるよう市内全域に話し合いの場「協議体」が９か所設
置されました。

第
1
層
協
議
体

連 携

米川地区

笠戸島地区

豊井地区

中村地区

花岡地区

久保地区

東陽地区

下松中央地区
末武地区

例えば・・・

見守り
声掛け

助け合い
運　動

つどいの
場作り

下松市では

第 1層協議体（市全域）と、　　 
第 2層協議体（概ね公民館区）が

あります。

第
2
層
協
議
体

　

3
月
14
日
、
ス
タ
ー
ピ
ア
く
だ
ま

つ
で
「
平
成
30
年
度
協
議
体
委
員
研
修

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
名
誉
教

授
の
和
田
敏
明
先
生
を
お
招
き
し
、
生

活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
概
要
お
よ
び

各
地
の
取
り
組
み
事
例
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
協
議
体
委
員
を
中
心
に
参

加
さ
れ
た
70
人
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
具

体
例
を
あ
げ
て
話
さ
れ
て
、
よ
く
わ

か
っ
た
。」「
相
互
に
助
け
合
う
こ
と
が

重
要
。」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
こ

れ
か
ら
の
協
議
体
活
動
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

支
え

合
い
の

地
域
づ

く

り
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　5人の担い手さんが協力し、「参加者に楽しいひとと
きを過ごしてもらうこと」をモットーに開催している
サロンです。
　地域の施設との交流も活発で、クリスマスコンサー
トやお花見など季節の行事をとおし、ふれあいの輪が
広がっています。

いきいきサロン清瀬
場　所

開催日

対象者

参加人数

内　容

中村児童の家

毎月第３木曜日　10時～11時30分

高齢者

20人程度

脳トレ、ゲーム等

メッセージ

　1月 19 日、末武地区で認知症見守り声掛け訓練を
実施しました。
　この訓練は、末武地区内で認知症への理解と関心
を高めることを目的に、認知症高齢者が行方不明に
なったとの設定のもと、発見・保護した際の声掛け
の体験や情報の連絡・報告体制の確認をしていくも
のです。
　参加された 120 人の皆さんは、8 グループに分か
れ一人ずつ体験しながら、配慮した声掛けや見守り
方法を熱心に学んでいました。

　玉鶴では、ちぎり絵、絵手紙、手芸など趣味の講
座の講師、生徒を募集しています。
　講師と生徒は原則 60 歳以上のシニアが対象ですが、
会員の過半数の方がシニアであれば可能です。講座に
興味・関心のある方は、ご相談ください。

現在開講中の教室へのご参加もお待ちしております。

下松老人福祉会館「玉鶴」  TEL 43－8486

編 物 毎週木曜日     9：30～ 15：00
音 楽 毎週火・土曜日  10：00～ 15：00

茶 道 毎月第 2水曜日  12：30～ 14：00
 毎月第 4水曜日  10：00～ 11：30

　社会福祉協議会は、社会福祉法に「地域福祉の推進
を図ることを目的とする団体」と位置づけられた、民
間の社会福祉団体です。
　市民の皆様が会員になり、自分たちの問題として地
域の福祉課題への関心を高め、福祉活動へ参画し、地
域福祉を進める主体となっていただくことで、地域の
支え合いが実現できます。
　会員の皆様からお寄せいただいた会費は、福祉教育
への協力やふれあい食事サービス、地区社協や福祉員
の活動支援等に活用されています。社会福祉協議会の
活動にご理解いただき、会費にご協力くださいますよ
うお願いします。
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